
はじめに
本書では、IT 組織が企業規模の自動化を促進し、Ansible 環境に新しいレベルの制御、セ
キュリティ、および権限委任の機能を導入するための方法を説明します。また、製品の説明
にとどまらず、これらの機能が現場でどのような意味を持つのかについても説明します。最
後に、当社チームでの実例やヒントを交えつつ、組織で稼働中の Ansible でミッションコン
トロールのアプローチを導入することがいかに簡単かを示します。

IT はイノベーションの原動力です。ソフトウェアを迅速に提供できなければ、組織は職務を
果たせません。イノベーションの実現を阻む最大の障壁は、複雑性です。この課題を克服す
るため、多くの組織が自動化と DevOps 的なツールやプラクティスの導入を検討していま
す。従来、DevOps やその他のアジャイル手法の導入を実現するには、独自のプログラミン
グスキルが必要でした。

しかし、オープンソースの Ansible 自動化エンジンを使用することで、組織はより迅速にアプ
リケーションを導入し、システムをより効率的に管理し、複雑性を解消できるようになりまし
た。また、それにより DevOps の強力な基盤を構築し、さまざまな部署において「自動化」を
身近なものとしています。

Ansible のユーザーは、このことを既に理解しています。なぜなら、Ansible のシンプルかつ
パワフルでエージェントレスな (そして習得も容易な) 自動化機能を、日々実感しているため
です。ソフトウェアのデプロイは、もう面倒な作業ではありません。なぜなら、人間にとっては
苦痛な反復作業を、Ansible が肩代わりしてくれるからです。Ansible を使用するためには、
特別なコーディングスキルは必要ありません。このことは、IT 全体を自動化する際の主要な
障壁を取り除いてくれます。Ansible は自動化を通じて、いくらあっても足りることのない、人
間が使うことのできる「時間」を提供します。
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管理/制御を維持するという課題
すべての人が自動化の恩恵を受けられるとしたら、素晴らしいことです。しかし、それを可能とするための
拡張性は、特にチーム単位で自動化を利用する場合、課題を伴います。

たとえば、次のようなシナリオを想定してみましょう。Ansible を使って作業を始めた当初、そのユーザー
であるチームはまだ小規模でした。Ansible は完璧に機能し、自動化によって時間を節約できました。
しかし、より多くのユーザーが Ansible を採用し始めるにつれ、状況が変わりました。今ではさまざまな
ユーザーが同時に独自の Playbook を作成したり、組織のインフラストラクチャ全体を構成したりしよう
としています。同時に作業を試みるユーザーの数は 5 人から 20 人、あるいはそれ以上かもしれません。
決まった人数があるわけではありませんが、複数のユーザーが、統合されていない、または並行的な自動
化を実行している場合、複雑な事態に発展することがあります。

小規模なチーム環境において、メンバー全員が Ansible に精通し、インフラストラクチャに対する制御
を維持し、Playbook のベストプラクティスを遵守しているような場合、セキュリティと権限委任の管理は
難しくありません。しかし、多くの組織では Ansible の使用について、Ansible のコマンドライン・インタ
フェース (CLI) の限界を超えた、チーム単位でのニーズが存在します。

具体的に組織が必要としているものは、以下のとおりです。

管理/制御  
ユーザーやチームに権限を委任したり、特定のプロジェクトやリソースに対するアクセスをロックしたりす
る機能

スケジューリング 
ジョブのスケジュールや繰り返しの設定

可視性
ジョブステータスの更新、Playbook の実行、Ansible 環境で何が実行中で何が実行中でないかなど、
管理者が Ansible の最新の状態をいつでもリアルタイムで確認できる機能

インベントリー  
複雑なハイブリッド仮想化環境やクラウド環境においても、インベントリー全体を管理して追跡するため
の優れた方法

システムトラッキング  
マシンがコンプライアンスに準拠し、正確に構成されていることの確認

エンタープライズ統合  
既存の環境と企業のツールセットに Ansible を統合

セルフサービス式の IT  
時間を解放し、自動化ジョブを他のユーザーに委任できる柔軟性を提供
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より優れた ANSIBLE の実行方法
Red Hat の Red Hat® Ansible® Tower は、これらの条件の多くを満たしています。Ansible Tower は、UI 
と RESTful API を使用して Ansible による自動化を制御、保護、および管理するためのエンタープライズ
向けフレームワークです。Ansible Tower は、Ansible のシンプルでパワフルな自動化エンジンに加えて
制御、知識、および権限委任を実現する、組織内で Ansible を実行するための最善の手段です。

Ansible Tower ではミッションコントロールとして、Ansible のインフラストラクチャをビジュアル・ダッ
シュボードで一元的に制御します。このダッシュボードは Ansible 環境で起こっていることすべてについ
て、変更があった際に通知を表示し、ロールベースのアクセス制御、ジョブのスケジューリング、グラフィカ
ルなインベントリー管理機能を提供します。Ansible Tower は Ansible の実行を一元化するため、継続
的インテグレーションおよび継続的デリバリー (CI/CD) や DevOps プロセスに必要なシステムやワーク
フローへ Ansible を統合することを容易にします。

RED HAT ANSIBLE TOWER
自動化のスケーリング + 運用化

制御 知識 権限委任

シンプル パワフル エージェントレス

RED HAT ANSIBLE ENGINE
Ansible による自動化をサポート

原動力：革新的なオープンソース・コミュニティ 
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大企業における ANSIBLE TOWER と統合アプローチ
Ansible Tower は Ansible による IT 自動化の取り組みを効率化および一元化するため、企業または
チームレベルで Ansible を使用する際に特に役立ちます。また、これらの Ansible 自動化の取り組みは、
権限を委任された組織内のユーザーにより、Ansible の専門知識なしに実行可能です。

Ansible Tower は、従来型の構成管理から、カスタム・アプリケーションのデプロイ、ダウンタイムなしで
実現するローリング・アップデートのオーケストレーションに至るまで、さまざまな方法で使用されていま
す。Amelco などの企業では、Ansible をインフラストラクチャのデプロイに一貫して、繰り返し使用して
います。NASA はセキュリティ脆弱性のアップデートや nasa.gov の修正と管理のために、毎週 Ansible 
Tower を使用しています。Web 経由でアプリケーションを配信して収入を得ている企業は、Ansible 
Tower が IT のボトルネックを解消し、反復的なタスクを自動化し、アプリケーションの市場投入を加速さ
せる上で役立つことに気づいています。

ANSIBLE TOWER でインフラストラクチャを管理する 
3 つの方法
オープンソースのパワフルな Ansible 自動化エンジンは、業務に欠かせないものとなりつつあります。そ
こに組み合わせることで、Ansible Tower は自動化をさらに容易にする数多くの強力な自動化ツールを
提供し、Ansible にユーティリティを追加し、Ansible 環境の制御をサポートします。しかし、それは現場で
は具体的にどのような働きをするのでしょうか？

ここでは Ansible と Ansible Tower によりインフラストラクチャを制御する方法について、Playbook に
よる自動実行よりも高度な例をいくつか紹介します。また、ベストプラクティスや、すぐに利用可能なサン
プルの Playbook もご確認いただけます。

1. 構成管理の自動化
構成ファイルの管理とデプロイの一元化は、Ansible のユースケースとして一般的なものです。これは、多
くのパワーユーザーが最初に Ansible の自動化プラットフォームに関心を示した理由でもあります。実際 
Ansible は、現在利用可能な構成管理の手段のうち、最もシンプルなソリューションです。Ansible は必要
最小限の簡素さや一貫性、セキュリティ、および優れた信頼性重視するとともに、管理者や開発者、IT マ
ネージャーによる習得が容易であるように設計されています。

たとえば、Ansible の構成はインフラストラクチャに関する単純なデータの記述 (人間が理解できるもの
と機械で解析可能なものの両方) でできており、チーム全員が各構成タスクの意味を理解できるように
なっています。このため、新しいチームメンバーも速やかに作業に参加し、実力を発揮できます。既存の
チームメンバーは作業をより迅速に完了することができ、構成管理よりも重要で戦略的な作業に取り組
むための時間を得られます。

Ansible Tower が提供する機能には、自動構成、プロビジョニング・コールバック、ジョブのスケジューリ
ング、継続的な修復などが含まれ、構成の制御を新たなレベルへと引き上げます。
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自動構成
Ansible の Playbook はいつでも任意のマシン上で実行して構成を適用できますが、さらに Ansible 
Tower を使用することで、環境内で起動したすべてのマシンが適切かつ自動的に構成されるようにする
ことが可能です。

利用可能なアップデートを適用したい場合でも、自社インフラを定義する構成が詳細な場合でも、 
Ansible Tower は完全な、自動化された制御を提供します。 

ご自身の Ansible 環境で使用できる構成 PlayBook の例をご覧ください 。

プロビジョニング・コールバック
Ansible Tower を使用することで、他のシステム (AWS オートスケーリングや、Kickstart や Preseed 
などの OS プロビジョニング・システム) によってプロビジョニングされたシステムを自動的に構成し
たり、Ansible Tower のユーザー・インタフェースを直接使用せずにプログラムでジョブを呼び出すこ
とも可能となります。Ansible Tower のプロビジョニング・コールバック機能を使用すると、ユーザー
が Ansible Tower のコンソールを使用してホスト管理のジョブを起動するのを待つことなく、Ansible 
Tower の Playbook をマシン上で実行するよう、Ansible Tower の RESTful API 経由でトリガーでき
ます。

プロビジョニング・コールバックを設定し、サンプルの EC2 プロビジョニング Playbook を表示するには、
こちらのヒントをご覧ください。

ジョブのスケジューリング
手動スクリプトやその場しのぎのアドホックなプラクティスを卒業し、一貫性、信頼性とセキュリティに
優れた方法で環境を管理しましょう。Playbook の実行、クラウド・インベントリーのアップデート、および
ソース管理のアップデートは、すべて Tower 内でスケジュール設定が可能です。スケジュールには、1 回
限りまたは繰り返しの実施 (たとえばメンテナンス期間中など) を設定できます。管理リクエストの数が多
い場合、ビルトインのキューシステムが、ジョブの実行を効率化します。

スケジューリング機能を使用することで、定期的な修復や継続的なデプロイメントを支援できるほか、毎
晩の夜間バックアップなども設定が可能です。スケジュールの設定は簡単です。ジョブテンプレートを編
集する際に、スケジュール・メニューの下に追加するだけです。または、ジョブテンプレートのリストへ移動
してから、スケジュールアイコンと「+」をクリックしても、新しいスケジュールを追加できます。このジョブは
スケジュールに従って自動的にアップデートを適用します。設定済みのスケジュールは、必要に応じて一
時停止ないし停止することができます。

https://www.ansible.com/blog/control-with-ansible-tower-part-1
https://www.ansible.com/blog/control-with-ansible-tower-part-1
https://www.ansible.com/blog/control-with-ansible-tower-part-1
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継続的な修復
構成管理の仕事はほとんどの場合、マシンの起動時に構成を適用するだけでは終わりません。その後、必
ず何らかの変更が必要となります。システム管理者によるオペレーティング・システムのアップデートや、
アプリケーションの変更、ローカルの変更などは、すべて構成のゆらぎにつながります。ここから、「継続的
な修復」という概念が生まれます。継続的な修復の機能は、ベースラインからの逸脱を軽減するため、指
定の構成を定期的かつ自動的に適用します。この作業は Ansible により効率化され、Ansible Tower の
ジョブ・スケジューリング機能により簡単になります。

修復の実行を行う間隔は、適宜スケジューリングすることができます。構成の修復の実行後は、実行結果
を解釈しましょう。指定の構成を一貫して適用することも重要ですが、構成のリセットが繰り返される場合
には、どこかに問題がある可能性もあります。次に取るべきアクションを決定するには、まずどのような変
更が加えられたのかを把握する必要があります。Ansible を使用する重要なメリットとして、必要な場合
にのみ変更が加えられることが挙げられます。変更の必要がなかった場合、タスクは「OK」とのみ報告さ
れます。このような挙動は、しばしば「理想の構成状態」または「冪等性」と呼ばれます。この特徴に加えて、
Ansible Tower の監査機能や、Ansible 実行結果のロギング機能を組み合わせることで、構成のゆらぎを
簡単に見つけられるようになります。詳細はこちら。

2. インベントリー全体を管理して追跡する
前のセクションでは、Ansible Tower を使用した構成定義や継続的修復により、インフラストラクチャの
構成制御が容易になることを説明しました。しかし、インフラストラクチャの構成を制御することは、ほん
の一歩にすぎません。インベントリーを Ansible Tower 内で適切に制御できるようにするためには、一
元化されたソースが必要です。

Ansible Tower が提供する機能を利用することで、利用中のクラウドが AWS、Rackspace、OpenStack、
Google Compute Engine、Azure、VMware のいずれであっても、インベントリーの定義と管理を簡単に
行うことができます。Ansible Tower はクラウドのインベントリーの同期を助けるだけでなく、強力なプロ
ビジョニング・コールバック機能を提供することにより、ノードがオンデマンドで構成を要求できるように
なるため、オートスケーリングが可能になります。

https://www.ansible.com/blog/control-with-ansible-tower-part-1
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インベントリーの基本
Ansible を使用したことがあるならば、インベントリーの基礎知識もあるはずです。Ansible の静的イン
ベントリーは、ホストとグループを記述する INI 形式のファイルにすぎず、オプションとしてホストおよび
グループに変数を適用することができます。静的インベントリーの例は、こちらで確認できます。以下の
画像からも分かるように、同じようなインベントリーを Ansible でも簡単に入力することが可能です。ま
た、Ansible Tower の RESTful API を使用して簡単にインベントリーを入力できる柔軟性もあります。
Ansible Tower は複数のインベントリーに対応しており、開発、テスト、およびプロダクション環境用のよ
く似たインベントリーを複数、簡単に作成することができます。RESTful API を使用してインベントリーを
作成する方法については、こちらの例を参照してください。

動的インベントリー
上記の通り、Ansible Tower はインベントリーの一元的な管理場所として利用することが可能です。しか
しほとんどの環境におけるインベントリーは、極めて動的な性質を帯びています。なぜなら、多くのマシ
ンがプロビジョニングおよびリタイアされている中、それらのマシンのグループ、ファクト、変数群は、クラ
ウドのプロバイダー、プロビジョニング・システム、構成管理データベースなど、さまざまなソースから提
供されている場合があるためです。

Ansible と Ansible Tower は、「動的インベントリー」という概念を通じてこれらのソースと連携します。た
とえば、インベントリーソースとして AWS を使用している場合、AWS ホスト用のグループを作成し、イン
ベントリーは Amazon EC2 をインベントリーソースとして使用するように構成します。このインベントリー
は、地域やイメージタグ、その他の Amazon メタデータを使用して、さまざまな方法でフィルタリングが可
能です。このインベントリーグループが作成されると、インベントリーのアップデートは、オンデマンドで行
うことも、スケジュールに従って行うことも可能です。また、このインベントリーを参照する Playbook を実
行する都度、自動的にインベントリーをアップデートすることも可能です。また、従来通り API を使用して
動的インベントリーを設定することもできます。

カスタム動的インベントリー
Ansible Tower には Amazon、Microsoft Azure、OpenStack などの主要なパブリッククラウドおよびプ
ライベートクラウドのプロバイダーを対象としたインベントリースクリプトが付属しているほか、独自の動
的インベントリーも簡単に追加できます。Ansible Tower の設定メニューには、カスタム・インベントリー
スクリプトをアップロードできる「インベントリースクリプト」の項目があります。

高度なカスタム動的インベントリー
さらに、インベントリーを Playbook と一緒にソース管理で保存している場合は、PlayBook と連携して一
律にアップデートできます。手動で Ansible Tower に同期させる必要はありません。動的インベントリー、
カスタムインベントリー、カスタム動的インベントリーのスクリプトの例をご覧ください。

https://www.ansible.com/blog/control-with-ansible-tower-part-2
https://www.ansible.com/blog/control-with-ansible-tower-part-2
https://www.ansible.com/blog/control-with-ansible-tower-part-2
https://www.ansible.com/blog/control-with-ansible-tower-part-2
https://www.ansible.com/blog/control-with-ansible-tower-part-2
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3. 日常の管理タスクを簡素化
構成管理と継続的な修復のワークフローを作成し、インベントリーのソースを設定したら、システムの制御
が完了したと思うかもしれません。しかしほとんどの場合、日常的なシステム管理にも多くの時間が必要と
なります。時には、サービスやマシンを再起動したり、一度限りのパッチを適用したりする必要もあります。
Ansible Tower を使用すると、これらの日常的なタスクを制御し、簡単に簡素化することができます。

ロールベースのアクセス制御と監査
これは、Ansible 環境において誰が何をするかを管理する機能です。Ansible Tower を使用すると、
さまざまなチームや明示的ユーザーに対して、特定の権限を委任できます。また、特定のプロジェクトを非
公開にできるほか、一部のユーザーだけにインベントリーの編集権限を与え、その他のユーザーには特定
のシステム (確認用のドライランモードまたはライブモードのいずれか) のみで Playbook を実行できる
ようにもできます。資格情報を開示せず、特定のユーザーが資格情報を使えるようにすることも可能です。
Ansible Tower は、オブジェクトの編集やジョブの起動を含め、ユーザーが行うあらゆる操作の履歴と作業
者を記録します。

「ジャストインタイム」管理の制御
現場ではしばしば、ユーザー 1 人の追加、セキュリティの脆弱性 1 つに対するアップデート、異常の発生し
たサービス 1 つの再起動といった、いくつかのホストでの単純な作業が必要とされます。これをサポートす
るのが、Ansible Tower のリモートコマンド実行機能です。Ansible で個別の play として記述できるタスク
はすべて、インベントリー内のホストまたはホストグループ上で実行可能です。このため、システムの起動と
管理が迅速かつ容易になります。さらに、Ansible Tower が提供するロールベースのアクセス制御エンジン
と詳細な監査ログ機能により、誰がどのマシンに何をしたのかも明確に記録されています。

システムトラッキング
Ansible Tower のシステムトラッキングは、インフラストラクチャに新しいレベルの可視性をもたらします。
システムの現状を過去の状態やクラスタ内の他のシステムと比較することで、システム上で起こっているこ
とを正確に把握できるようにします。このことは、コンプライアンスへの準拠を確実化する上でも役立ちま
す。システムトラッキングのデータストアは豊富かつ拡張可能で、Ansible Tower の RESTful API を介して
アクセスできるため、他のツールやシステムに提供することができます。

安全性確保の自動化
Ansible を使用すれば、マシンが仕様を満たしていないインスタンスへの対応も容易です。このような場
合、誰かが手動で変更を加えたか、ソフトウェアが異常な動作をしている可能性がありますが、原因が何
であれ調査が必要です。Ansible の柔軟性と Ansible Tower のブロックサポートにより、タスクの論理グ
ループ化と、実行中のエラー処理が可能になります。Playbook のスケジューリングを行うだけで、Ansible 
Tower は仕様から大幅に外れたシステムを自動的にリフレッシュします。加えて、新しいインスタンスがス
ピンアップされた後には、基本的な設定を適用するため、Ansible Tower へのコールバックも行います。
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ANSIBLE TOWER による管理/制御のベストプラクティス
Ansible Tower が Ansible 環境にもたらす制御の機能は、強力であるがゆえに、ある種の責任を伴います。
Ansible および Ansible Tower を最大限に活用するためには、いくつかのベストプラクティスに従うことが
役立ちます。この点について理解を深めるには、Ansible による自動化の性質を理解することが重要です。

Ansible は以下のものを定義します。

インフラストラクチャ：Playbook で定義

構成：マシンリーダブルなデータやコードで定義

これにより、手動作業でマシンを構成するプロセスを排除し、インフラストラクチャとアプリケーションをプ
ログラムによって表現するビルドプロセスで置き換えます。

Ansible 環境ではコードとしてのインフラストラクチャをマシンの管理に使用するので、ユーザーもインフ
ラストラクチャをコードのように扱う必要があります。このため、採用すべきベストプラクティスもコードと
同様のものとなり、構成や Playbook をプロダクション環境にデプロイする前には、適切なテストを行う必
要があります。

1. ソースコントロールの使用
Ansible Tower は Ansible Tower サーバーに直接格納されている Playbook を使用することができます
が、Playbook、ロール、および関連する詳細はすべて、ソースコントロールに保存することをお勧めします。
そうすることで、インフラストラクチャを自動化するルールを変更した時期と理由を記述した監査証跡を得
ることができます。 

また、チームやインフラストラクチャ内の別の部分と Playbook を共有することも簡単になります。これによ
り、たとえば一度解決した問題であれば、解決方法を Ansible で自動化してから Ansible Tower で共有す
ることができます。Ansible Tower では手動で Playbook をアップロードすることも可能ですが、ソースコン
トロールの使用を強くお勧めします。

2. テスト
コード環境と同じように、構成と Playbook はプロダクションへとプッシュする前に必ずテストしましょう。ま
た、Playbook を本稼働させる前にテストできるよう、開発環境を構築するべきです。デプロイメントのワー
クフローにある程度のテストを組み込むことで、コードが本稼働した際に発生しうる予期せぬ自体を減らす
ことができます。また、多くの場合、プロダクション環境でもテストを行うことで、問題のあるアップデートが
インストール全体に及んでしまうリスクを軽減できます。 

Ansible はプッシュ型であるため、このようなステップをローカルホストやテストサーバー上で実行するこ
とも極めて簡単です。Ansible を使用すれば、アップグレードを行う際のワークフローに、チェック項目やテ
ストを必要なだけ組み込むことができます。テスト作業を Ansible Playbook へ統合するための最適な方
法については、こちらで詳細をご確認ください。

http://docs.ansible.com/ansible-tower/latest/html/userguide/best_practices.html
http://docs.ansible.com/ansible/test_strategies.html
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まとめ
Red Hat Ansible Tower を使用することで、構成作業の制御や、インベントリー管理、日常的な管理作業
のためにオンデマンドで行うリモートコマンドの実行など、大部分のプロセスを自動化することが可能で
す。Red Hat Ansible Tower は、企業チームが Ansible による IT 自動化の取り組みを集中管理し、簡素
化する上での助けとなります。

Ansible Tower は使いやすく、エージェントレスで、Ansible 環境の全体を一覧できるビューを提供しま
す。さらにロールベースのアクセス制御機能と、環境内で起こっているすべてに関する情報が監査に適し
た形式のログで提供されるため、システムの構成状況をリアルタイムで監視することができます。

また、Ansible Tower は、Ansible の自動化エンジンに強力なセルフサービス機能をもたらします。これ
により、Ansible の力を組織全体で活用することが可能となります。たとえば、開発者や QA 部門であれ
ば、独自の開発環境やテスト環境をプロビジョニングすることができます。カスタマーサービス・エージェ
ントならば、新しいデモ環境をプロビジョニングできます。駆け出しの管理者であれば、パスワード変更
作業などの簡単なジョブを、ボタン 1 つで実行できるでしょう。複雑さの軽減、反復的なタスクやエラーの
排除、生産性の向上、仕事のコラボレーションと満足度向上など、Ansible Tower が提供する数々の利点
を通じて、成功を約束する優れた企業文化を実現しましょう。

RED HAT ANSIBLE TOWER について
Ansible は、Red Hat をスポンサーとするオープンソースのコミュニティ・プロジェクトであり、IT 自動化を
実現するための最もシンプルな手段であるとともに、システム管理者やネットワーク管理者から開発者お
よび経営陣に至るまで、さまざまな IT チームが使用することのできる唯一の自動化言語です。Red Hat® 
Ansible® Automation は、アプリケーション・ライフサイクル全体を自動化するためのエンタープライズ
に対応したソリューションを提供し、サーバーからクラウドやコンテナ、そしてその間に存在するすべて
のものを自動化します。Red Hat® Ansible® Tower は、複数の層で構成される複雑なデプロイ作業をサ
ポートする商用製品であり、Ansible 導入環境に管理/制御、知識、そして権限委任の機能を追加します。

RED HAT について
オープンソースソリューションのプロバイダーとして世界をリードする Red Hat は、コミュニティとの協業によ
り高い信頼性と性能を備えるクラウド、Linux、ミドルウェア、ストレージおよび仮想化テクノロジーを提供、
さらにサポート、トレーニング、コンサルティングサービスも提供しています。Red Hat は、お客様とパート
ナー、そしてオープンソース・コミュニティのグローバル・ネットワークをつなぐ役割を担い、成長のためのリ
ソースの解放と、お客様が将来の IT を実現するための革新的な技術の構築を支援します。
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